


















 

 交通事故による外科系救急医療から始った救急医療も,最近では,脳卒中,心

臓疾患等各分野の総合的救急医療が注目され,その整備に重点がおかれている

ようである。母子緊急医療も当然その一分野として,同時に実施されなければな

らない。 

 宮崎県においても,他県と同様,母子緊急医療を含む,第二次,第三次救急医療

のシステム化が遅れており,早急に取り上げねばならない問題である。 

 今回は主として,低出生体重児(以下低体児という。)及びハイリスク新生児医

療の実態を調査し,その対策に若干の考察を試みたので,ここに報告する。 


